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• テストベッド分科会

2022年度活動実績及び2023年度活動方針(案)

• 各タスクフォースの活動報告
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テストベッド分科会は2021年度より新体制で活動

2



テストベッド分科会 2022年度検討体制

会議体 目的 リーダ メンバ
会合

頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学

河口
- ２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化

検討タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促

進及び、テストベッドの循環進化

創出の検討

名古屋大学

河口
TB利用者等 ２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテ

ストベッドの在り方を検討

九州工業大学

池永教授

今後推薦・募

集
随時

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分

析・可視化機能を検討

名古屋大学

河口

現行メンバ

及び随時推

薦・募集

随時

データ連携・利活用タ

スクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・

利活用の在り方を検討

NICT

永野様
調整中 立上げ
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４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会

第13回(9/27)

ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォース

B5Gネットワーク

タスクフォース

データ分析・可視化

タスクフォース

データ連携・利活用

タスクフォース

第14回(2/15)

▲

第4回

（2/10 メンバのみ）

▲

第11回(7/12)

▲

高信頼・高可塑B5G/IoTテスト

ベッドシンポジウム(12/5)

▲

3回(6/28)

▲

第4回(1/20)

▲

第12回(10/4)

▲

第13回(12/15)

・テストベッド事例紹介

・高信頼・高可塑 B5G/IoT テストベッド

の運用開始について

・CyReal実証環境の提供開始にむけて

・2022年度活動報告／次年度活動計画

・「高信頼・高可塑 B5G/IoT テストベッド」

新提供機能紹介

・事例紹介(2件) ・Beyond 5G 海外動向調査報告

・研究事例紹介（2件)

・テストベッドの循環進化について意見交換

・高信頼・高可塑

Beyond5G/IoTテスト

ベッドについて意見交換

・B5Gモバイルテストベッドの活用事例紹介

・来年度の活動計画について

・研究事例紹介（５件）

・データ分析・可視化ツールのソースコード公開

・データ補間・集約機能の試作

▲

第3回（9/20 メンバのみ）

・パネルディスカッ

ション参加

▲

第2回(6/28)

・ユーザ連携・循環進

化検討タスクフォースと

合同開催

フォーラム

総会

▲(3月)

キックオフ
▲

ワークショップ(4/26)

・キックオフミーティング開催予定

・メンバ紹介、TF設立趣旨確認
・データ連携・利活用における現状と課題に

ついて意見交換

テストベッド分科会 2022年度活動実績
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会議体 目的 リーダ メンバ

テストベッド分科会
テストベッドの在り方を議論

他フォーラム、コンソーシアムとの連携

名古屋大学

河口
-

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促進及び、

テストベッドの循環進化創出の検討

名古屋大学

河口
TB利用者等

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテストベッドの

在り方を検討

九州工業大学

池永教授
現行メンバ

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化

機能を検討

名古屋大学

河口

現行メンバ

及び随時推薦・募集

データ連携・利活用タスク

フォース

テストベッドにおけるデータ連携・利活用の

在り方を検討

NICT

永野様
調整中

2023年度テストベッド分科会活動方針（案）
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会議体 活動計画（案）
会合

頻度

テストベッド分科会

・活動方針・活動実績報告

・講演／事例紹介

・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の機能拡張について

２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化検

討タスクフォース

・テーマを決めて情報共有（ユーザコミュニティの形成）

・利用事例紹介

（「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の利用事例紹介含む）

２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

・ニーズのヒアリング

・利活用事例の共有

・テストベッド利用活性化に向けた検討

随時

データ分析・可視化

タスクフォース

・テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化機能の検討

・サンプルプログラム（ツール）の試作
随時

データ連携・利活用

タスクフォース

・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」におけるデータ連携・利活用技術の

在り方を議論
2回/年

2023年度テストベッド分科会活動計画（案）
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ユーザ連携・循環進化検討

タスクフォース

B5Gネットワーク

タスクフォース

データ分析・可視化

タスクフォース

データ連携・利活用

タスクフォース

▲

第14回(8月)

▲

第16回(1月)

▲

第15回(11月)

▲

第5回(7月)

▲

第6回(1月)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(9月) 第16回(2月)

・講演／事例紹介

・活動方針／活動実績

・講演／事例紹介

・活動実績／次年度の方針案

・利用事例紹介／情報共有

・テストベッドの循環進化創出の検討

・テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化機能の検討

・サンプルプログラム（ツール）の試作

フォーラム

総会

▲

第2回(7月)

▲

第3回(12月)

・データ利活用技術の紹介／情報共有／議論

▲

第5回(7月)

▲

第6回(10月)
▲

第7回(2月)

・ニーズのヒアリング ・利活用事例の共有

・テストベッド利用活性化に向けた検討

2023年度テストベッド分科会活動計画（案）
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第13回テストベッド分科会(9/27)

◼JGN利用事例
① 「超並列型ダイナミック MAC 及びダイナミックセキュアネットワーク技術

検証実験 」 慶応義塾大学 岡本聡

② 「量子セキュアクラウドの社会実装の現状 」 NICT 藤原幹生

◼NICTより「高信頼・高可塑 B5G/IoT テストベッド」

の運用開始にむけた準備状況について

①ダイナミックMAC
➁量子セキュアクラウド
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ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース

会議体 目的 リーダ メンバ
会合

頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学

河口
- ２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化

検討タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促

進及び、テストベッドの循環進化

創出の検討

名古屋大学

河口
TB利用者等 ２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテ

ストベッドの在り方を検討

九州工業大学

池永教授

今後推薦・募

集
随時

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分

析・可視化機能を検討

名古屋大学

河口

現行メンバ

及び随時推

薦・募集

随時

データ連携・利活用タ

スクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・

利活用の在り方を検討

NICT

永野様
調整中 立上げ
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背景：

–利用者相互の意見交換の場を求める声

– Beyond 5G時代の研究開発促進に資するテストベッドの

ニーズの汲み取り

目的：

– テストベッド利用者及び関係プレーヤー間での連携促進及び

テストベッド利活用ノウハウ等の共有

– テストベッドの循環進化を創出するための検討を通じ、

Beyond 5G時代の研究開発推進に寄与

⇒「提案・提言」としてまとめる

ユーザ連携・循環進化検討タスクフォースの目的
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2022年度

▲

第3回(6/28)
B5GネットワークTF

と共同開催

2022年度はBeyond 5Gにフォーカスし活動を推進

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

▲

第4回

(1/20)

・「高信頼・高可塑B5G/IoTテスト

ベッド」紹介

・Beyond 5G海外動向調査報告

・利用事例紹介（2件）

・テストベッド循環進化の方向性

2021年度

▲

第1回(8/23)

▲

第2回(12/13)

・研究事例紹介（４件）

【エッジ特集】

・研究事例紹介（２件）

・国内外のテストベッドについて
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第3回はB5Gネットワークタスクフォースとの共同開催

活動概要（開催日｜2022/6/28）

◼ 共同開催によりタスクフォースを横断しての情報共有を推進

◼ NICTが整備する「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の

新機能や利用イメージを先行紹介
① 「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の新提供機能の紹介｜NICT

② 協調型自律ネットワークの研究開発でのテストベッド活用の検討状況

沖電気工業株式会社 近藤法夫

③ 「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」を利用した光ネットワーク自動制御のための基礎実験｜NICT 古川英昭

◼ 日本・欧州・米国・韓国・中国におけるBeyond 5G/6Gの動向・テストベッドの調査報告

➁協調型自律ネットワーク ➂光ネットワーク自動制御のための基礎実験

①新提供機能

12



第4回は「国内外広域ネットワーク環境」にフォーカス

活動概要（開催日｜2023/1/20）

◼ 「国内外広域ネットワーク環境」をトピック

とした研究の取組を紹介

① 【SC22 事例紹介】 IPA 松本智

日米間のネットワーク回線を利用した 400Gbps E2E 

データ・映像伝送実験

② 【NICT Beyond 5G 研究開発促進事業国際共同

研究型プログラム 事例紹介】

九州工業大学鶴正人

低遅延・自律性を実現するフローティングサイバーフィ

ジカルシステムと広域連携の研究開発

➢ 実験ノウハウやシステム構築方法等の

共有・公開の重要性を再認識

◼ NICTよりテストベッド循環進化の方向性

を説明。テストベッド分科会としても方向

性を共有。引き続きの連携を確認

①SC22

➁広域連携実験
13



循環進化の方向性 1/2
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循環進化の方向性 2/2
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2023年度はさらなる進化と利活用促進を目指す活動

◼ 今後の活動計画（案）

• プロモーションにつながるような取組

• Beyond 5Gにおける、動向や技術開発の調査

• ユーザ間でのノウハウシェアにつながる利活用事例（特に新機能）の発掘

• 合同会合等、タスクフォース間連携の可能性を検討

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

2023年度

▲

第5回

▲

第6回

・Beyond 5Gにおける、動向や技術開発の調査

・利活用事例紹介
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データ分析・可視化タスクフォース

会議体 目的 リーダ メンバ
会合

頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学

河口
- ２回/年

タスク

フォース

ユーザ連携・循環進化

検討タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促

進及び、テストベッドの循環進化

創出の検討

名古屋大学

河口
TB利用者等 ２回/年

B5Gネットワーク

タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテ

ストベッドの在り方を検討

九州工業大学

池永教授

今後推薦・募

集
随時

データ分析・可視化

タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分

析・可視化機能を検討

名古屋大学

河口

現行メンバ

及び随時推

薦・募集

随時

データ連携・利活用タ

スクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・

利活用の在り方を検討

NICT

永野様
調整中 立上げ
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データ分析・可視化タスクフォースの目的

目的： IoT 技術の普及においては、データを収集するだけでなく、データを分

析・可視化する技術が不可欠であるが、データ分析や可視化などの ツールやノ

ウハウが十分に共有されていない。そのため、テストベッド分科会の下に、「デー

タ分析・可視化タスクフォース(TF)」（リーダ河口）を創設。ツールやノウハウ を

共有、データ分析・可視化のためのテストベッド はどうあるべきかを検討

◆活動概要

➢ 事例研究

➢ ツールの試作
ニーズと要素技術を調査し、

データ利活用を促進する

可視化サンプルプログラムの

要件を検討（2020年度)、

試作開発を開始(2021年度)
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データ分析・可視化サンプルプログラムの試作

時系列・地理空間情報に関するデータ分析・可視化サンプルアプリケーション

◼ 特長
– 簡易的に時空間データを動的に可視化分析できるツール

– テストベッド内でデータの取扱が広がる中で、共通的な

ライブラリやツールとして作成

– オープンソース、オープンAPI、オープンデータ、のみで構成

– 作成したライブラリやアプリケーションは、OSSとして公開

– ライブラリの実装例として、Mapbox(2次元)ベースと

iTowns(3次元)ベースのWebGISサンプルアプリを試作

（右図）

– パフォーマンスの観点で地図データや地理情報は

ベクトルタイル画像化
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2022年度の活動概要

2022年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

▲

第11回

(7/12)

▲

第12回

(10/4)

▲

第13回

(12/15)

・研究事例紹介（５件）

・データ前処理機能（データ補間・集約）の試作・検討

2021年度

▲

第8回

(9/8)

▲

第7回

(7/1)

▲

第９回

(11/22)

▲

第10回

(2/10)

・研究事例紹介（計５件）

・データ分析・可視化ツールの検討・試作
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活動成果：データ分析・可視化ツールの事例研究

◼ 関連分野の研究者開発者を招き、研究開発で用いられている

データ分析や可視化などのツール利活用を中心とした研究開発事例を紹介

◼ 本TFとの連携やサンプルアプリへのフィードバックの可能性を議論

① 移動体データ形式「OGC MF-JSON 形式」の取組みに関して｜産総研金京淑

② MF-JSON に関連した日立のケーススタディと周辺技術のご紹介｜日立製作所刑部好弘

➢サンプルアプリ上でのMF-JSON形式のデータ可視化に挑戦

③ G 空間情報センターと連動した都市のデジタルツインの自動構築東京大学デジタル空間

東京大学デジタル空間社会連携研究機構・機構長 関本義秀

③ 人流可視化の取り組み｜お茶の水女子大学伊藤貴之

④ MapLibre GL JS の利活用｜株式会社 MIERUNE 井口奏大

➢サンプルアプリへの適用を検討
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活動成果：分析・可視化サンプルプログラムの機能拡張

◼ 2022年度の取組

• ツールをOSS化しGitHubで公開

https://github.com/nict-testbed-dalab

• データ前処理（データの時間粒度変換、欠損値の補間）の機能拡張を実施

• MF-JSON形式のデータを当該Webアプリで可視化（クライアント側での処理）

• 移動データの軌跡表示等、可視化を工夫

22
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2023年度の活動計画（案）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

2023年度

▲

第15回(11月)

・テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化機能の検討

・サンプルプログラム（ツール）の試作

▲

第14回(8月）

▲

第16回(1月)

◼ 今後の活動計画（案）

• データ分析・可視化ツールの事例紹介/事例研究

• 分析・可視化サンプルアプリケーションの検証

• テストベッドに実装すべき機能の検討
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